
　元川辺町長の田原太義さん（西栃井）が、多年に

わたる自治功労が認められ、旭日双光章を授与され

ました。 

　田原さんは、町議会議員を8年間（昭和30～38年）、

町長を6年間(昭和42～48年)務め、町の発展に尽くさ

れました。なかでも川辺漕艇場の建設に尽力し、ボ

ート王国かわべの礎を築いたほか、昭和43年の8･17

豪雨災害では、救助活動の先頭に立ち、災害の復旧

に努められました。 

　お祝いに訪問した佐藤町長に天皇陛下から「お疲

れ様でした。」と直接お声をかけられたことを「男

子の本懐、これに過ぐるものなし。」と感激した様

子で話してくださいました。 
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下
水
道
の
役
割 

上
下
水
道
に
つ
い
て 

上
下
水
道
に
つ
い
て 

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
を
支
え
る

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
を
支
え
る 
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
を
支
え
る 

下
水
道 

汚
水
が
き
れ
い 

に
な
る
ま
で 

きれいになった水 
を木曽川へ放流 

汚泥の水を絞り、建 
設資材などに再利用 

消毒設備 急速ろ過池 最終沈殿池 生物反応槽 最初沈殿池 

岐阜県各務原市浄化センター 

　工事が終わってしまえば埋め戻され、ふだん目にすることはない上水道

と下水道。しかし、上水道は私たちに安全な水を供給し、下水道は快適な

生活環境や川や海の自然環境を守るなど、それぞれ大切な役割を果たして

います。ふだん何気なく使っているものだからこそ、もう少し詳しく知っ

てみませんか。　今月号は上下水道特集です。 

　工事が終わってしまえば埋め戻され、ふだん目にすることはない上水道

と下水道。しかし、上水道は私たちに安全な水を供給し、下水道は快適な

生活環境や川や海の自然環境を守るなど、それぞれ大切な役割を果たして

います。ふだん何気なく使っているものだからこそ、もう少し詳しく知っ

てみませんか。　今月号は上下水道特集です。 

家庭排水 

                                 

                                 

      

生
活
環
境
を
よ
く
し
ま
す 

　
汚
水
が
道
路
の
側
溝
に
流
さ
れ

な
く
な
る
た
め
、
悪
臭
を
防
ぎ
、

蚊
や
ハ
エ
の
発
生
も
な
く
な
り
ま

す
。 

 

美
し
い
川
や
海
を
守
り
ま
す 

　
家
庭
か
ら
の
汚
水
は
、
下
水
道

で
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
、

き
れ
い
に
し
て
か
ら
川
や
海
に
流

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
魚
な
ど

の
生
物
が
す
み
よ
い
環
境
が
保
た

れ
ま
す
。 

       

循
環
型
社
会
に
貢
献
し
ま
す 

　
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
き
れ
い
に
し

た
水
は
、
樹
木
の
散
水
や
公
園
の

噴
水
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

汚
泥
は
レ
ン
ガ
な
ど
の
建
設
資
材

や
た
い
肥
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま

す
。 

 

   

　
川
辺
町
の
各
家
庭
か
ら
の
排
水

は
、
飛
騨
川
幹
線
、
木
曽
川
幹
線

に
よ
り
、
各
務
原
市
の
岐
阜
県
各

務
原
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
導
か
れ
ま

す
。 

                         

　
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
図
の
よ

う
な
過
程
を
経
て
、
水
が
浄
化
さ

れ
ま
す
。 

 

薬品で消毒
します。 

ろ過を繰り
返し、小さ
な汚れも取
り除きます。 

沈みやすく
なったかた
まりを沈殿
させます。 

微生物が汚
れを分解し
て水をきれ
いにします。 

大きな汚れ
を池の底に
沈殿させま
す。 

（写真：ふれ愛まつり2007に出展した上下水道課のブース。汚泥肥料の無料配布が好評でした。） （写真：ふれ愛まつり2007に出展した上下水道課のブース。汚泥肥料の無料配布が好評でした。） 
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716

1495

2052
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3006

3645
4140

4746
5152 5342

5658

   
上
川
辺
・
下
吉
田
で
供
用
開
始

　
平
成
19
年
度
か
ら
上
川
辺
と
下

吉
田
の
一
部
区
域
が
新
た
に
下
水

道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
左
図
参
照
）
。 

                         

　
下
水
道
へ
の
切
替
え
は
、
町
が

設
置
し
た
宅
内
マ
ス
ま
で
の
宅
内

排
水
設
備
工
事
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
下
水
道
工
事
の
申
込
み
は
、

川
辺
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
へ

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
川
辺
町
排

水
設
備
指
定
工
事
店
以
外
が
工
事

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                         

　
ま
た
平
成
19
年
度
に
下
水
道
工 

事
を
す
る
区
域
は
、
比
久
見
郷
呂
、

花
井
地
区
、
下
吉
田
尾
賀
野
地
区

で
す
。
工
事
期
間
中
は
交
通
規
制

な
ど
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

                          
水
洗
化
率
は
67
％  

　
川
辺
町
の
下
水
道
利
用
者
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
平
成
19
年
10
月

末
の
水
洗
化
率
（
下
水
道
利
用
率
）

は
67
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
左
図

参
照
）
。
水
洗
化
率
は
、
下
水
道

供
用
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
の
う

ち
下
水
道
を
利
用
し
て
い
る
方
の

割
合
を
表
し
ま
す
。 

 
 

快
適
な
住
環
境
や
自
然
環
境
保

全
の
た
め
、
供
用
区
域
の
方
は
早

め
の
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。 

　
ま
た
、
下
水
道
利
用
世
帯
か
ら

い
た
だ
い
て
い
る
下
水
道
使
用
料 

                  

は
、
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
に

充
ら
れ
て
い
ま
す
。
維
持
管
理
費

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、

使
用
料
収
入
を
増
や
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
町
民
全
体
で
下
水

道
を
維
持
し
て
い
く
意
味
で
も
早

め
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。  

 
 

川
辺
町
で
は
、
排
水
設
備
や
ト

イ
レ
の
水
洗
化
工
事
に
か
か
る
費

用
の
融
資
あ
っ
せ
ん
や
利
子
補
給

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は

役
場
上
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

水洗化率の推移 

下
水
道
利
用
状
況 

19年度供用開始区域 18年度以前の供用区域 

9，000

10，000

人 

8，000

7，000

6，000

5，000

4，000

3，000

2，000

1，000

0 0

10

20

30

40

50

60

70

80
％ 

9
年
度 

10
年
度 

11
年
度 

12
年
度 

13
年
度 

14
年
度 

15
年
度 

16
年
度 

17
年
度 

18
年
度 

19
年
度
10
月
末 利用人数 水洗化率 

下水道供用区域 

22.6

41.4

52.4

56.8

62.4
64.6

66.9
70.3 69.3

65.1 67.5
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一
ヵ
月
あ
た
り
の
下
水
道
使
用

料
は
次
の
表
に
よ
り
算
出
さ
れ
ま

す
。
１
５
７
５
円
の
基
本
使
用
料

に
、
10
　
を
越
え
る
と
排
水
量
に

応
じ
て
料
金
が
加
算
さ
れ
て
い
き

ま
す
。 

    

　 

         

　
下
水
道
使
用
料
は
、
基
本
的
に

は
上
水
道
の
使
用
水
量
に
応
じ
て

算
出
し
ま
す
が
、
井
戸
水
を
使
用

し
て
い
る
場
合
な
ど
、
い
く
つ
か

の
算
出
方
法
に
分
か
れ
ま
す
。 

【
水
道
水
の
み
使
用
の
場
合
】
　

　
上
水
道
の
使
用
水
量
が
下
水
道

使
用
水
量
と
な
り
ま
す
。 

【
井
戸
水
の
み
使
用
の
場
合
】 

　
使
用
人
員
に
応
じ
た
認
定
使
用

水
量
（
別
表
）
と
し
ま
す
。 

        

【
水
道
水
と
井
戸
水
を
併
用

す
る
場
合
】 

 
 

水
道
水
の
使
用
水
量
と
認

定
使
用
水
量
を
比
較
し
て
、

多
い
方
の
使
用
水
量
と
し
ま

す
。 

                  

    

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も

の
を
流
さ
な
い
で 

　
布
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、

紙
オ
ム
ツ
、
衛
生
用
品
、
ガ
ム
、

タ
バ
コ
な
ど
を
流
す
と
下
水
管
が

詰
ま
る
原
因
に
な
っ
た
り
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
（
汚
水
を
低
地
か

ら
圧
送
す
る
た
め
の
施
設
）
の
故

障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
平
成
18

年
度
は
異
物
混
入
に
よ
る
ポ
ン
プ

の
故
障
が
、
21
件
も
発
生
し
ま
し

た
。 

 

台
所
か
ら
、
生
ゴ
ミ
、
油
な
ど
を

流
さ
な
い
で 

　
排
水
管
を
詰
ま
ら
せ
た
り
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
で
の
浄
化
機
能
を
低

下
さ
せ
ま
す
。
油
は
古
新
聞
に
吸

わ
せ
る
な
ど
し
て
、
燃
え
る
ゴ
ミ

と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

危
険
物
を
流
さ
な
い
で 

　
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
シ
ン
ナ
ー
、

ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
の
危
険
物
は
、

下
水
管
の
中
で
爆
発
し
、
思
わ
ぬ

惨
事
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

非
常
灯
が
回
転
し
た
ら
通
報 

　
町
内
の
各
地
区
に
下
水
道
ポ
ン

プ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
故
障
す

る
と
制
御
盤
の
上
部
に
あ
る
非
常

灯
が
回
転
し
ま
す
。
見
か
け
た
場

合
は
、
役
場
上
下
水
道
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

          

排
水
設
備
の
点
検
を 

　
汚
水
ま
す
（
台
所
や
ト
イ
レ
、

風
呂
場
の
外
に
直
径
10 
セ
ン
チ
程

の
白
色
ま
た
は
灰
色
の
蓋
）
や
排

水
管
は
、
徐
々
に
排
水
の
か
す
が

溜
ま
っ
て
、
流
れ
が
悪
く
な
り
ま

す
。
と
き
ど
き
自
宅
の
汚
水
マ
ス

の
フ
タ
を
開
け
て
、
詰
ま
り
な
ど

の
点
検
、
清
掃
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

無
リ
ン
洗
剤
の
使
用
を 

　
リ
ン
は
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
取
り

除
く
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
放
流

さ
れ
る
川
や
海
を
汚
染
し
ま
す
。

洗
剤
は
無
リ
ン
の
も
の
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。 

   

   

水
道
水
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
？ 

　
川
辺
町
の
水
道
水
は
、
飛
騨
川

の
白
川
取
水
口
（
白
川
町
）
で
取

水
さ
れ
、
山
之
上
浄
水
場
（
美
濃

加
茂
市
）
に
運
ば
れ
消
毒
や
ろ
過
、

水
質
検
査
を
し
た
後
、
山
楠
公
園

上
の
山
楠
配
水
池
に
貯
え
ら
れ
ま

す
。
山
楠
配
水
池
か
ら
は
、
自
然

流
下
方
式
で
各
家
庭
に
届
け
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
配
水
池
か
ら
遠
い

場
所
や
高
い
場
所
へ
は
、
町
内
に

６
箇
所
あ
る
ポ
ン
プ
所
で
圧
力
を

加
え
て
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
　 

  

下
水
道
使
用
料 

上
水
道 

使
用
上
の
注
意
と 

　
お
願
い 

基本使用料 

従量使用料 

（1ｍ3当たり） 

 

10ｍ3まで 

10ｍ3を越え50ｍ3まで 

50ｍ3を越え100ｍ3まで 

100ｍ3を越え200ｍ3まで 

200ｍ3越えるもの 

1,575円 

147.0円 

157.5円 

189.0円 

220.5円 

基本使用料　10ｍ3まで　　　　1，575円   

従量使用料　10 ～ 50ｍ3まで　 5，880円　（40ｍ3×147円） 

 　　50 ～100ｍ3まで　　787.5円　（5ｍ3×157.5円） 

計算例 :水道水のみを1ヶ月に55ｍ3使用した場合 

合計 8，242円 

世帯（使用） 
人員 

認定使用 
水量 

1人 15ｍ3
 

2人 24ｍ3
 

3人 26ｍ3
 

1人増えるごとに ＋2ｍ3
 

認定使用水量 

ポンプ所 山楠配水池 

マンホールポンプ制御盤 

ｍ3
 

使用料算出表 
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知
っ
て
い
ま
す
か
？
水
道
料
金 

　
川
辺
町
の
水
道
水
は
、
10
㍑
で

お
よ
そ
1.9
円
で
す
。
例
え
ば
一
般

的
な
浴
槽
（
約
２
０
０
㍑
）
に
は
、

38
円
分
の
水
が
入
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
残
り
湯
を
洗
濯
、
掃
除
、

ま
き
水
に
再
利
用
し
た
り
、
炊
事

や
歯
磨
き
、
シ
ャ
ワ
ー
、
洗
車
な

ど
の
際
に
は
、
こ
ま
め
に
蛇
口
を

閉
め
る
な
ど
、
節
水
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。 

 

よ
く
あ
る
ご
質
問 

 

Ｑ
．
漏
水
や
修
理
の
際
に
水
道

水
を
止
め
る
に
は
？ 

Ａ
．
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
よ
り
家

側
（
30 
cm
程
度
の
位
置
）
に
、

水
を
止
め
る
栓
（
止
水
栓
）
が

あ
り
ま
す
（
丸
い
フ
タ
の
中
に

バ
ル
ブ
が
あ
り
ま
す
。
土
で
埋

ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

土
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
）
。

　
家
の
中
で
漏
水
が
あ
る
場
合

な
ど
は
、
こ
の
止
水
栓
を
止
め

て
、
早
急
に
修
理
し
て
く
だ
さ

い
。
漏
水
箇
所
が
不
明
の
場
合

は
、
川
辺
町
指
定
給
水
工
事
店

へ
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。
ま
た
止

水
栓
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、

役
場
上
下
水
道
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

水道事業会計決算（平成18年度） 

　収入は1億9826万円、支出は2億1246万円で純損失（赤字）

は1420万円となりました。また、平成17年度以前分を含める

と5716万円の累積欠損となります。累積欠損金は直ちに事業全

体の資金不足につながるものではありませんが、欠損金を減ら

す為に、収益性の向上と、経常経費の節減などで経営の健全化

を図っています。しかし、現状は水需要が低迷し、加入者の大

幅な伸びも見込めません。 

収  益 

費　用 

差  引 

営業収益 1億8605万円 

1億8498万円 

107万円 

1221万円 

1195万円 

26万円 

1億9826万円 

2億821万円 

1億1893万円 

1709万円 

2413万円 

4805万円 

320万円 

311万円 

9万円 

106万円 

106万円 

2億1246万円 

1420万円 

営業外収益 

収 益 計 

営業費用 

営業外費用 

特別損失 

支 出 計 

不足額 

水道料金 

その他の収入 

水道加入金等 

雑収入 

県水購入費等 

管理・修繕費等 

総務費 

減価償却費等 

利息 

雑支出 

過年度損益修正損 

収  益 

費  用 

差  引 

1078万円 

10万円 

3135万円 

4223万円 

3816万円 

資本的収入 

営業外費用 

407万円 収 入 計 

支 出 計 

不足額 

407万円 工事負担金 

配水管布設工事費 

量水器設置費 

企業債償還金 

【問い合わせ先】役場上下水道課　TEL53-7213

平成18年度の水道事業会計決算を報告します。 

各家庭に給水する経費とその財源（収益的収支） 
支出の結果がその年度の費用として処理され、その年度の収益に対応するもの 

水道施設を整備・拡充する経費とその財源（資本的収支） 

支出の効果が次年度以降に及び、将来の収益に対応するもの 

　収入は407万円、支出は4223万円で、3816万円の資金不足となりました。この不足額については、施設更新などの

ために貯えた資金で補てんしました。今後、平成20年度で企業債（借金）の償還が終了し、収支は改善するとみられる

一方で、各施設の老朽化に伴う更新等に多額の費用が必要となることから、引き続き厳しい財政状況が見込まれます。 

収益 

収支内訳 

収支内訳 

費用 

収益 

費用 

0

その他の収入 

水道料金収入  18，498

県水購入費  11，893

利息等  426

（単位：万円） 

維持管理費 

4，122

工事費等 
1，088

工事負担金収入 
407

借金償還 
3，135

施設の償却分 

4，805

不足額 

1，420

不足額  3，816

5，000 10，000 15，000

1，328

20，000 25，000

0

（単位：万円） 

1，000 2，000 3，000 4，000 5，000
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ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
デ
ジ
タ
ル

放
送
へ 

　
国
（
総
務
省
）
は
高
画
質
、
高

音
質
、
双
方
向
サ
ー
ビ
ス
な
ど
テ

レ
ビ
放
送
の
高
度
化
や
電
波
の
有

効
利
用
（
現
在
使
用
し
て
い
る
Ｖ

Ｈ
Ｆ
１
〜
12 
ch
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
13
〜
62 

ch
を
Ｕ
Ｈ
Ｆ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
み
を

使
用
し
た
放
送
に
置
き
換
え
る
）

を
目
的
と
し
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ

放
送
か
ら
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移

行
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
平
成
23
年
７
月
24
日
に
は
、
現

在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
し
、

そ
れ
以
降
の
テ
レ
ビ
は
デ
ジ
タ
ル

放
送
で
し
か
視
聴
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
Ｂ
Ｓ
も
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
は
、

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
と
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ

の
両
方
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
年
7
月
24
日
に
放
送
が
終
了

し
ま
す
。 

 

         

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す

る
に
は 

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す

る
に
は
、
現
在
お
使
い
の
テ
レ
ビ

に
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い

足
す
か
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

テ
レ
ビ
を
購
入
す
る
こ
と
で
視
聴 

で
き
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
は
現
在
使

用
し
て
い
る
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が

使
え
ま
す
が
、
ア
ン
テ
ナ
方
向
の

調
整
が
別
途
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

 

川
辺
町
に
届
く
電
波 

　
川
辺
町
で
は
、
岐
阜
県
域
放
送

を
関
市
に
あ
る
中
濃
局
か
ら
、
ま

た
中
京
広
域
放
送
を
瀬
戸
市
に
あ

る
瀬
戸
局
（
瀬
戸
デ
ジ
タ
ル
タ
ワ

ー
）
か
ら
受
信
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
一
般
的
条
件
で
は
両
局
と
も

送
信
範
囲
の
ほ
ぼ
限
界
に
位
置
し

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、

中
京
広
域
放
送
は
ア
ナ
ロ
グ
放
送 

         

が
送
信
さ
れ
て
い
た
名
古
屋
テ
レ

ビ
塔
か
ら
瀬
戸
デ
ジ
タ
ル
タ
ワ
ー

に
送
信
場
所
が
変
更
と
な
り
、
ア

ン
テ
ナ
の
調
整
が
必
要
と
な
り
ま

す
。 

 

電
波
調
査
を
実
施 

　
川
辺
町
は
中
濃
局
、
瀬
戸
局
の

受
信
範
囲
の
限
界
に
位
置
し
て
い

る
ほ
か
、
電
波
の
特
性
の
違
い
に

よ
り
、
一
部
地
域
で
は
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
放
送
は
画
像
が
悪
い
な
り

に
何
と
か
見
え
て
い
て
も
、
デ
ジ

タ
ル
放
送
は
見
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
川
辺
町
で

は
難
視
聴
世
帯
と
そ
の
分
布
を
把

握
す
る
た
め
、
中
濃
、
瀬
戸
の
両

局
か
ら
の
電
波
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。 

 

受
信
困
難
な
地
域
も 

　
調
査
に
よ
り
、
次
ペ
ー
ジ
の
地

図
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
、
川

辺
町
内
に
お
い
て
も
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
の
受
信
が
一
部
不
良
、
も

し
く
は
困
難
と
な
る
地
域
が
発
生

す
る
事
が
判
明
し
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
今
回
の
調
査
は
、
各

家
庭
で
の
受
信
環
境
と
近
い
条
件 

に
す
る
た
め
、
一
般
的
な
家
庭
で

使
用
さ
れ
て
い
る
受
信
設
備
、
ア

ン
テ
ナ
高
（
地
上
10
ｍ
）
に
よ
り

行
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
各
家

庭
の
受
信
設
備
や
ア
ン
テ
ナ
高
、

高
層
建
築
物
の
影
響
な
ど
に
よ
り

こ
の
調
査
結
果
と
、
実
際
の
受
信

状
況
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送

の
受
信
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
家

の
裏
山
に
ア
ン
テ
ナ
を
建
て
る
な

ど
各
家
庭
で
様
々
な
工
夫
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な

場
合
に
も
調
査
結
果
と
実
際
の
受

信
状
況
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
今
回
の
調
査
結
果
は
、
一
つ

の
目
安
と
し
て
お
考
え
く
だ
さ
い
。 

 

今
後
の
対
応 

　
現
在
、
国
や
県
、
放
送
事
業
者

に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行

に
よ
り
テ
レ
ビ
が
視
聴
で
き
な
く

な
る
世
帯
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

様
々
な
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。 

　
一
方
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

へ
の
移
行
は
国
の
施
策
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
中
継
局
の
整
備
は
放
送

免
許
主
体
で
あ
る
放
送
事
業
者
の

責
任
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
自
治

体
が
金
銭
的
負
担
を
し
、
独
自
に

対
策
を
行
う
こ
と
に
は
疑
問
の
声

も
あ
り
ま
す
。 

　
川
辺
町
は
、
他
の
自
治
体
に
先

が
け
て
国
や
県
、
放
送
事
業
者
に

対
し
今
回
の
調
査
結
果
を
示
し
、

中
継
局
の
拡
大
な
ど
送
受
信
環
境

の
整
備
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
末
以
降
に
発
表

さ
れ
る
国
の
制
度
改
正
な
ど
を
注

視
し
つ
つ
、
国
や
県
、
放
送
事
業

者
と
の
連
携
を
と
り
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
ま
す
。 

　
　
　 

悪
徳
商
法
に
ご
注
意 

　
今
後
、
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
便
乗
し
、
お
年
寄
り
の
世

帯
な
ど
を
狙
い
、
テ
レ
ビ
調
査
員

や
ア
ン
テ
ナ
工
事
員
を
名
乗
っ
て
、

必
要
の
な
い
機
器
を
売
り
つ
け
た

り
、
不
要
な
工
事
を
強
要
す
る
と

い
っ
た
手
口
の
増
加
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　 

　
役
場
総
務
企
画
課
　
　 

　
　
T
E
L
５
３
―

２
５
１
１ 

　
東
海
総
合
通
信
局
放
送
部
　
　 

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
5
2
 

　
　
　
　
　
9
7
1
―

8
2
9
2

川
辺
町
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
状
況

川
辺
町
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
状
況 
川
辺
町
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
状
況 
川
辺
町
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
状
況 

テ
レ
ビ
が
受
診
困
難
に
な
る
ケ
ー
ス
も 
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中濃局または瀬戸局からすべてのチャンネルが 
良好に受信できると考えられる地域 

現在、アナログ波が中濃局のデジタル波に干渉 
しており、一部のチャンネルの受信が不良です 
が、アナログ波が停波すれば良好になると考え 
られる地域 
 

一部またはすべてのチャンネルの受信が不良と 
考えられる地域 

中濃局（デジタル・アナログ波） 
電波到来方向 

瀬戸局（デジタル波） 
電波到来方向 

名古屋テレビ塔（アナログ波） 
電波到来方向 

地上デジタル放送受信状況地図 

Ｎ 
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28
10

（日） 　第28回川辺町民秋季卓球大会が開催されました。小さな子どもか

ら、年配の方まで、卓球で気持ちの良い汗を流していました。川辺

町卓球協会では、春と秋の年２回、どなたでも参加できる卓球大会

を開催しています。次の機会には参加してみてはいかがでしょうか。 

各部の優勝者は以下のとおり（敬称略） 

一般男子の部 　松川 敏樹（西栃井） 

一般女子の部　石丸 栄子（中川辺） 

中学生の部　田口 駿（西栃井）　小学生の部　池田 りか（中川辺） 

ダブルスの部　松川 敏樹 （西栃井）・ 佐藤 節子（中川辺） 

《
川
辺
町
社
会
福
祉
協
議
会
》  

 

中
川
辺
第
１
福
寿
会
　
様

　
　 

　
　
　
　
￥
２
５
，０
０
０ 

 

中
川
辺
第
３
福
寿
会
　
様

　 　
　
　
　
￥
１
０
，
０
０
０ 

 

美
濃
加
茂
社
会
福
祉
協
力
会
　
様

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
￥
２
０
，０
０
０ 

 

桑
畑
昌
彦
　
様 

　
　
　
　
　
　  

電
動
カ
ー 

◎
寄
付
・
寄
贈 

◎
奉

仕

作

業 

―
あ
り
が
と
う
 

　
　
ご
ざ
い
ま
す
―
 

寄
付
・
寄
贈
・
奉
仕
作
業

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

21
10

（日） 

26
（金） 

25
10

（木） 　川辺中学校の2年生116名が職業体験学習を行いました。生徒らは、町

内外の商店、工場、消防署、公共施設など30の事業所から自分の夢や進

路にあった職種を選び、体験をしました。 

　学校給食センターで体験した生徒2人は、白衣に着替え、朝の水の検査、

温度確認などを済ませると、野菜洗い、野菜切り、炊飯、配缶（仕分け）

などの作業を行い、午後からは洗浄作業を行うなど調理員の仕事の大変

さを実感できたようです。2人は「サツマイモを切るのは大変で、手にマ

メができました。自分たちで作った給食は特別おいしかった。」と感想を

語ってくれました。 

　気持ちのよい秋晴れの下、第37回川辺町

町民運動会が開催されました。町内の11地

区が優勝を目指し、玉入れや各種リレーな

どの種目に挑みました。参加者は、種目に

参加したり、近所の方を大声で応援したり

とそれぞれに運動を楽しんだようでした。

　また、この運動会には多くの川辺中学校

の生徒がボランティアとして参加し、器具

の設置や記録、景品の配布、アルミ缶の回

収などに大活躍しました。 

上位入賞地区は以下のとおり 

優勝　下川辺　　2位　西栃井　　3位　石神　　4位　比久見 
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　川辺少年サッカークラブの4年生チームが、中濃地区の予選を勝

ち抜き、第６回ＪＡ全農杯チビリンピック小学生8人制サッカーIN岐

阜に出場しました。この大会には、県内の5地区の予選を勝ち抜い

た小学4年生以下の16チームが出場し、4ブロックに分かれ熱戦を繰

り広げました。川辺少年サッカークラブはＤブロックで見事優勝し、

来年1月19,20日に三重県で行われる東海大会への出場を決めました。 

　佐藤町長に県大会優勝の報告に訪れた際、コーチの加藤晴雄さん

は「東海大会での岐阜県勢の初勝利を狙いたい。」と抱負を語って

くれました。 

　川辺西小学校が、学校安全教育の実践と普及に成果を上げたとして、

文部科学大臣表彰を受賞しました。 

　同校は、平成16，17年度に学校安全教育推進事業の指定校に指定

されて以来、児童の安全教育に力を入れており、通学路の安全マッ

プを作成したり、道徳の授業で命の大切さを学習するほか、レクリ

エーションで行う遊びの中にも危険がないか児童自身にチェックさ

せるなど、日常の生活の中で、児童の安全に対する意識が高まるよ

う努めてきました。 

　後藤校長は受賞にあたり、「これからも継続させることが大切。

子どもたちに自分の命は自分で守るという意識づけをしていきたい。」

と語りました。 

　川辺東小学校では、学校の運動会に招待するなど、地域のお年寄

りの方と交流を続けています。この日は6年生の21人が、川辺町民

生児童委員協議会の指導のもと育てた菊を一人暮らしのお年寄りの

お宅（18件）に届けました。また菊の育て方や「いつまでもお元気

で。」といったメッセージを書いた手紙も添えました。 

　受け取った方は「とてもうれしいです。大切に育てます。」と喜

んでいました。 

9
11

（金） 　川辺第２保育所の園児が、勤労感謝の日を前に中央公民館、

B&G海洋センター、やすらぎの家を訪問しました。日頃の感謝の

気持ちを込めて「いつもありがとう」の言葉とともに、ドングリ

や松ぼっくりで飾られた手作りのクリスマスリースを手渡しました。 

　リースを受け取った小栗教育長は、「どうもありがとう。上手

にできてるね。」と喜び、施設の職員もかわいい訪問者に頬を緩

ませていました。 

11
9

（金） 

3
11

（土） 

8
11

（木） 
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手
渡
せ
し
庭
の
菜
園
生
き
生
き
と
 

 
嫁
の
か
か
え
る
茄
子
い
っ
ぱ
い
　
　
　
　
渡
辺
　
節
夫
 

 
 

さ
り
げ
な
く
水
引
草
の
活
け
て
あ
り
 

 
朝
の
茶
室
の
静
か
な
流
れ
　
　
　
　
　
　
長
瀬
　
宗
子
 

 
 

踏
み
込
め
ぬ
淋
し
さ
も
あ
り
踏
み
込
ま
ぬ
 

 
安
堵
も
あ
り
て
夕
陽
に
向
か
い
ぬ
　
　
　
赤
坂
富
美
子
 

 
 

金
色
の
羽
光
ら
せ
て
蜻
蛉
舞
う
 

 
だ
あ
れ
も
い
な
い
朝
の
公
園
　
　
　
　
　
肥
田
　
節
子
 

 
 

眼
科
医
院
の
待
合
室
に
三
時
間
 

 
僅
か
五
分
の
診
察
終
わ
る
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
久
美
 
 
 
 
 

 
 

栗
ご
は
ん
炊
き
て
帰
省
の
孫
と
喰
む
 

 
ゆ
る
ゆ
る
廻
れ
楽
し
き
時
よ
　
　
　
　
　
横
山
　
寿
子
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を
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る
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武
子 

『まりーちゃんのくりすます』フランソワーズ・文・絵　　岩波書店 
　ひつじのぱたぽんはまりーちゃんにききます。「くりすますのことおしえて　まりーちゃん」まりーちゃんはいいます。
「くりすますってね、ちいさないえすさまがおうまれになった日よ」フランス生まれのかわいい絵本。 
 
『クリスマスのまえのばん』クレメンス＝ムア・詩　タシャ＝チューダー・絵  偕成社 
  19世紀初頭よりアメリカの子どもたちにサンタクロースのイメージを定着させたと言われるクリスマス絵本の定番。 

 
『さむがりやのサンタ』レイモンド＝ブリッグズ・さく・え　福音館書店 
　12月24日、目覚まし時計に起こされた人間味あふれるサンタの大変な一日をコマわりでユーモラスに描いた傑作。大人
も楽しめる絵本。 

 『クリスマスのおくりもの』ジョン＝バーニンガム・さく　　ほるぷ出版 
　最後のおくりものを届けるためにトナカイなしで一人で出かけたおじいさんサンタの大奮闘。ものすごくたいへんな絵本。

 
 『ぐりとぐらのおきゃくさま』なかがわりえことやまわきゆりこ　福音館書店 
　日本の絵本でもステキなサンタがでてきます。こどもたちにおなじみのぐりとぐらの家にやってきたサンタのおはなし。 

 『子うさぎましろのお話』佐々木たづ・文　三好碩也・絵　ポプラ社 
　サンタ・クロースのおじいさんにうそをついて二つもプレゼントをもらってしまった子うさぎの話。 

開館時間 10:00～18:00 
　(土・日) 10:00～17:00公民館図書室だより 

「まりーちゃんのくりすます」 「クリスマスのまえのばん」 「ぐりとぐらのおきゃくさま」 

クリスマスには 
なに読もう？ 

　ところでクリスマスってなんの日？　ケーキを食べる日？　プレゼントをもらう日？それだけかな？ 
　そんなときクリスマスの本も読んでみませんか。公民館図書室にあるおすすめの本をご紹介します。 
 

【問い合わせ先】 

中央公民館図書室 

TEL 53-2650
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  ノロウイルスによる食中毒は１年を通して発生していますが、多発時期は冬

季です。このウイルスはごく少量で感染し、抵抗力の低い高齢者や幼児が感

染すると重症化する危険があります。 

 

Qノロウイルスはどうやって感染するの？ 

  このウイルスの感染経路はほどんとが経口感染です。 

汚染された貝類を、生あるいは十分に加熱しないで食べた場合や感染者のお

う吐物や糞便を介して、人から人へ感染します。 

 

Q感染するとどうなるの？ 

  潜伏期間は１～２日で主症状は吐き気、おう吐、下痢、発熱（38℃以下）

などです。 

  これらの症状が1～2日続いた後、治癒し後遺症もありません。 

 

Q予防方法は？ 

  食事の前やトイレの後には必ず手を洗いましょう。 

貝類の生食はできるだけ避けましょう。（85度以上１分以上加熱） 

調理器具は熱湯消毒や塩素系漂白剤で殺菌しましょう。 

 

Ｑ感染者の便やおう吐物の処理法は？ 

  使い捨てのマスクや手袋をつけペーパータオル等でふきとり、ふき取った場

所は塩素系漂白剤を浸した布で消毒しましょう。蛇口やドアノブ、便座など

も消毒しましょう。 

 

（左から地区・出生児・保護者・性別の順） 

 

9月中の届け出 

＊本人及び届け出を出された方の希
望により掲載しています。 
「掲載を希望される方は、届け出（戸
籍届出・証明書請求など）の際に住
民課窓口に申し出ください。」 
＊敬称略 

（左から地区・死亡者・年齢・性別・世帯主の順） 

 

亡 

出　生 

西栃井　　西山　功      

　＝明石市　　　　　土居　亜矢子 

福　島　　奥田　美幸      

　＝可児市　　　　　河野　一郎 

福　島　　井上　幸博      

　＝岐阜市　　　　　大野　由美子 

比久見　　所　　浄伸 

　＝松戸市　　　　　岩渕　理恵 

比久見　　肥田　益宏 

　＝関　市　　　　　酒井　麻記 

結　婚 

人　口……… 11，125人    （  8減）  
男………………5，484人    （18増） 
女………………５，641人    （26減） 
世帯数………３，639世帯  （43増） 
平成19年11月１日現在の人口・世帯数 
（カッコ内は前年同月比） 

和　田　美千代 

飯 田 久 榮  

井 戸 光 政  

今 井 和 子  

堀　部　とし子 

可 児 正 　  

牧 田 　 子  

上川辺　　坪　内　來　羽　　 靖　　女 

石　神　　キンジョウサユリ ゴンザレス  セバスチャン　女 

中川辺　　中　村　秀　悟　　英晴　　男 

中川辺　　加　藤　璃　南　　拓男　　女 

中川辺　　道　家　佑　斗　　隆之　　男 

西栃井　　村　田　果　杏　　健次　　女 

西栃井　　浅　野　莉乃愛　　伸介　　女 

比久見　　古波蔵　カオリ　ヌネスジェイミ　女 

石 神   

石 神  

中川辺 

中川辺 

下川辺  

比久見 

比久見 

69歳　女　隆　 

85歳　女　　秋

70歳 男　本人

80歳 女　清司 

76歳  女　新一

66歳　男　本人 

75歳 女　美稲 

くれは 

しゅうご 

りな 

うと 

かなん 

りのあ 

死　 

【問い合わせ先】川辺町保健センター　TEL . 53-2515

ノロウイルスによる食中毒に注意！！ 
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　後期高齢者医療制度は、現行の老人保健制度に変わって、平成20年4月から始まる75歳(一定の障害のある人

は65歳)以上の方を対象(被保険者)とした新しい医療制度です。 

　保険料は、下記のとおり算定し、被保険者のすべての方に負担していただくことになります。 

①後期高齢者医療保険料は、１人当たりいくらと決められる応益分（均等割額）と、被保険者の所得に応じて

決められる応能分（所得割額）を合計して、個人単位で計算されます。 

②所得割額は、被保険者本人の基礎控除後の総所得金額等（旧ただし書所得）をもとに計算されます。 

④賦課限度額は50万円（年額）です。 

⑤平成20・21年度の保険料率について 

⑥一人当たり保険料試算（単身世帯（1人）で公的年金収入のみの場合） 

⑦低所得者の軽減について 

　被保険者のうち、同一世帯内の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計額が下記の金額以下の場合、均等

割額が軽減されます。 

　7割軽減……基礎控除額（33万円） 

　5割軽減（複数世帯のみ）……基礎控除額（33万円）＋〔24．5万円×被保険者数（被保険者である世帯主を除く。）〕

　2割軽減……基礎控除額（33万円）＋〔35万円×被保険者数〕 

※国民健康保険と同様、公的年金控除を受けた者については、総所得金額等から15万円を控除して適用します。 

③被用者保険の被扶養者であった方については、制度加入時から2年間、均等割額のみとし、これを5割軽減し

ます。さらに、平成20年4月から9月まで半年間は保険料を徴収せず、平成20年10月から平成21年3月までの半

年間は均等割額を9割軽減します。（所得割額は賦課されません。） 

岐阜県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ 
後期高齢者医療制度の保険料率が決まりました 

 

保険料額（年額）＝均等割額(※)＋所得割額 

（※）均等割額及び所得割率（保険料率）は、2年ごとに県内均一で設定されます。 

被保険者本人の基礎控除後の総所得金額等（旧ただし書所得）×所得割率（※） 

均　等　割　額 39，310円 

所　得　割　率 7.39％（0.0739）   

公的年金収入（円） 120万 

0 0 70，000 270，000 470，000 501，000 570，000 870，000 1，270，000 6，237，500

0 0 5，173 19，953 34，733 37，023 42，123 64，293 93，853 460，951

0 50，000 250，000 450，000 650，000 681，000 750，000 1，050，000 1，450，000 6，417，500

7割 7割 7割 2割 2割 無 無 無 無 無 

11，793 11，793 11，793 31，448 31，448 39，310 39，310 39，310 39，310 39，310

11，700 11，700 16，900 51，400 66，100 76，300 81，400 103，600 133，100 500，000

975 975 1，408 4，283 5，508 6，358 6，783 8，633 11，091 41，666

140万 160万 180万 200万 203.1万 210万 240万 280万 855万 

所得 
割額 
 保

　
険
　
料
　
額 

均等 
割額 
 
 
 

旧ただし書所得（円） 

金額（円） 

軽減判定所得（円） 

軽減割合 

金額（円） 

年額（円） 

月額換算（円） 

【問い合わせ先】岐阜県後期高齢者医療広域連合　TEL .058-387-6368 

　　　　　　　　役場住民課　　　　　　　　　　TEL .53-2513



13 KAWABE 2007.12

川辺ふれ愛まつり2007
　11月17・18日の両日、「川辺ふれ愛まつり2007」
が盛大に開催され、たくさんの来場者が詰めかけ
ました。 
　園児の太鼓によるオープニングセレモニーで開
幕し、ミニ商店街や美浜町海の幸無料試食会など
に長い行列ができました。また、よさこい踊りや
川辺太鼓などが会場を大いに盛り上げました。 

農産物生産者の生産意欲の高揚と町内の農業振興を図ることを目的に農産物品評会を
開催し、ふれ愛まつり会場で表彰式が行われました。（敬称略） 

平成19年度健康世帯の表彰が行われました。対象者は国民健康保険の加入世帯で、平
成18年度を基準として、1年以上にわたり一度も病院などにかからなかった健康家族
のみなさんです。（敬称略・世帯主のみ記載） 

農産物品評会 

健康世帯表彰 

「釣れたぁ！」マス釣り大会 
も大盛況 

園児によるオープニング 
セレモニー 

ステージを盛り上げた司会の 
宮本さんとジュニアリーダー 

中央公民館内では茶会や展示、 
芸能発表会が行われました 

【9年間】……1世帯 
三品 日出男（比久見） 
【6年間】……1世帯 
小栗 順一（中野） 
【5年間】……1世帯 
タカハシ ヨーコ 
　　　　　　（中川辺） 
【2年間】……8世帯 
岩井 廣（上川辺） 
佐伯 正男（石神） 
中島 郁郎（中川辺） 

渡邉 宗一（中川辺） 
勝村 則之（西栃井） 
竹川 勝子（西栃井） 
宮城 セイギ（福島） 
山田 詳子（下吉田） 
【1年間】……35世帯 
渡邉 紀子（上川辺） 
田口 利昭（上川辺） 
奥田 盛夫（上川辺） 
加藤 定夫（石神） 
山田 良夫（石神） 

平岡 日出男（石神） 
加藤 進（中川辺） 
松野 政直（中川辺） 
西垣 光由（中川辺） 
此奥 久子（中川辺） 
加藤 きぬ子（中川辺） 
植田 利廣（中川辺） 
岩井 孝典（中川辺） 
岡野 美惠子（西栃井） 
立林 尚之（西栃井） 
中村 和規（西栃井） 

笠木 道四郎（西栃井） 
櫻井 健（西栃井） 
渡邉 敏夫（下川辺） 
木下 貢（下川辺） 
木下 臣夫（下川辺） 
木下 雄二（下川辺） 
有本 松次郎（下川辺） 
渡邉 高正（下川辺） 
渡邉 正則（下川辺） 
山田 弘（下飯田） 
北林 十四子（福島） 

肥田 登（福島） 
田口 隆光（福島） 
纐纈 ミツ子（比久見） 
小栗 義美（比久見） 
井上 忠昭（比久見） 
岩井 邦樹（比久見） 
横山 八郎（比久見） 
小菅 晴美（下吉田） 

【米の部】 
金賞 山田 勇 
銀賞 山田 昌平 
【白菜の部】         
金賞 坪内 靖隆 
銀賞 加藤 幸支 
銅賞 牧田 せつ子 
【大根の部】 
金賞 加藤 幸支 
銀賞 坪内 靖隆 
銅賞 鈴木 義孝 
【かぶの部】 
金賞 桜井 つたゑ 
銀賞 鈴木 義孝 

銅賞 桜井 浩 
【里芋の部】 
金賞 平岡 久茂 
銀賞 肥田 光雄 
銅賞 坪内 靖隆 
【大豆の部】 
銀賞 肥田 良雄 
【小豆の部】 
銀賞 井戸 泉 
【キウイフルーツの部】 
銀賞 加藤 幸支 
【さつまいもの部】  
銀賞 福田 文雄 
銅賞 神田 博重 

【ねぎの部】 
銀賞 加藤 幸支 
銅賞 坪内 靖隆 
【柿の部】 
銀賞 神田 博重 
銅賞 長瀬 寿夫 
【カリフラワーの部】   
銀賞 坪内 靖隆 
【キャベツの部】      
銀賞 鈴木 秀子 
【ごぼうの部】        
銀賞 鈴木 秀子 
銅賞 坪内 靖隆 

【ブロッコリーの部】   
銀賞 加藤 幸支 
【しいたけの部】      
銀賞 しいたけブラザーズ 
銅賞 林禮 二郎 
【人参の部】          
銀賞 坪内 靖隆 
銅賞 神田 博重 
【くりの部】           
金賞 肥田 良雄 
銀賞 加藤 まち子 
【なすの部】          
金賞 佐伯 武善 

【ちんげんさいの部】 
銀賞 肥田 育雄 
【花の部】            
金賞 大脇 正泰 
【こんにゃく芋の部】 
銀賞 肥田 良雄 
【ヤーコンの部】 
銅賞 長瀬 寿夫 
 
 
【問い合わせ先】 
　役場産業環境課 
　TEL 53-7212 
 

平成19年度の川辺町表彰が行われました。対象者は川辺町表彰規程に基づき、選考委
員会において選考・審査された方です。（敬称略） 川辺町表彰 

【問い合わせ先】 
　役場住民課 
　TEL 53-2513

【問い合わせ先】 
　役場総務企画課 
　TEL 53-2511

【公務事務功労】　小栗 朔二（中野） 

小栗さんは、平成２年７月より、国民健康保険運営協議会の委員として町のために尽力 
されています。 



KAWABE 2007.12 14

公共工事入札結果10月の入札 公共工事入札結果10月の入札 

所得税の住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）を受けている方へ 

　住宅借入金等特別控除（以下「住宅ローン控除」と言います。）は、所得税のみが控除の対象です。しかし、税源

移譲で所得税額が減少することにより、住宅ローン控除可能額が所得税額より大きくなり、住宅ローン控除額が減っ

てしまう場合があります。このような場合には、所得税から控除できなかった分を、申告により翌年度の住民税所得

割額から控除することができます。 

（１）対象者 
　税源移譲前に住宅ローン控除の適用を受けていた平成11年から平成18年までの入居者で、次の計算により「住

民税からの控除額」が出る方 

 

アとイのいずれか少ない金額　―　税源移譲後の税率で算出した所得税額　＝　住民税からの控除額 
　 

 

 

（２）手続き方法 
　「市町村民税・県民税住宅借入金等特別税額控除申告書」を原則、確定申告期限（平成20年度分は平成20年3月

17日）までに、1月1日（平成20年度分は平成20年1月1日）現在の住所地市町村に提出する必要があります。なお、

税務署に確定申告する場合は、税務署を通じて市町村に提出します。 

　※この申告書は、税務課窓口又は関税務署にて配布いたします。 

　※この措置は、平成20年度分から平成28年度までの住民税において適用します。毎年減額相当額を確定させる

　　ため、毎年申告が必要です。 

 

（３）その他 
　平成19年、平成20年に入居し新たに所得税の住宅ローン控除を受ける方については、現行の住宅ローン減税の

控除率を引き下げる一方、控除期間を10年から15年に延長する特例が創設されました。 

予定価格が500万円以上の町発注公共工事（建設工事）に係る入札の結果です。 

※入札結果詳細は、総務企画にて閲覧できます。　【問い合わせ先】総務企画課　TEL53－2511（内線216） 

【問い合わせ先】役場税務課　TEL53－2514（内線 130） 

※②、③の場合に、住民税 
　から住宅ローン控除が受 
　けられます。 

下飯田排水路整備補修工事 

吹洞川護岸改修工事(第2期)

下飯田地内 

鹿塩地内 

佐伯綜合建設 
株式会社  

株式会社 
丸高興業  

件　　　名 予定価格 

6，111，000

12，075，000

落札価格 工事場所 契約業者名称 入札参加業者数 

5，880，000

10，342，500

6

6

ア、所得税の住宅ローン控除可能額　　　イ、税源移譲前の税率で算出した所得税額 

～所得税で控除しきれなかった分が、住民税で控除できます～ 
 

税源移譲前 住宅ローン控除前 
所得税額 税源移譲後 

住宅ローン控除額 所得税額 

住宅ローン控除額 

住宅ローン控除額 

住民税から控除 
する部分 ① 

② 

③ 
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　e－Tax（国税電子申告・納税システム）とは、自宅やオフィス、税理士事務所からインターネットを利用して申

告、申請・届出などができる便利なシステムです。 

　税制改正により、e－Taxがますます便利に使いやすくなりました。この機会にe－Taxの利用を検討してみてはい

かがでしょうか。 

 

【主な改正点】 

①　HPからカンタン申告 

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」から直接電子申告ができます。 

 

②　最高5,000円の税額控除 

　本人の電子署名及び電子証明書を付して所得税の確定申告をe－Taxで行うと、最高5,000円の所得税の税額控除を

受けることができるようになりました。（平成19年分又は平成20年分のいずれか1回） 

 

③　添付書類が提出不要 

　所得税の確定申告をe－Taxで行う場合、医療費の領収書や源泉徴収票等は、提出に代えて、記載内容を入力して

送信できるようになりました。（確定申告期限から3年間、添付書類の提出又は提示を求められることがあります） 

 

④　還付金がスピーディー 

　e－Taxで申告された還付申告は早期処理しています。（3週間程度に短縮） 

 

　e－Taxの利用にあたっては、事前の手続きが必要です。手続きなどについては、e－Taxホームページ（http://www.e-

tax.nta.go.jp/）をご覧になるか下記までお問い合せください。 

 

【問い合せ先】　関税務署　　電話0575－22－2233 

　　　　　　　　役場税務課　電話53－2514（内線130） 

　平成20・21年度に町が発注する『一般業務委託』『物品等』の入札に参加を希望される業者を

対象に川辺町競争入札参加資格審査申請書の定期受付を行います。 

　なお、今回の入札参加資格の有効期間は2年間です。 

 

【受付期間】 平成20年2月4日（月）から2月22日（金）（土日・祝日は除く） 

 

【受付場所】 川辺町役場3階　図書室 

 

【審査対象】 『一般業務委託』『物品等』 

　　　　　　　※従来、受付けておりました『建設工事』『測量・コンサルタント等』については、

　　　　　　　建設事業者並びに参加自治体の利便性の向上を図るため、平成19年8月から岐阜県

　　　　　　　と市町が共同で入札参加資格審査業務を (財)建設研究センターへ委託しました。 

 

【申請書等】 『一般業務委託』『物品等』の申請書（川辺町独自様式）及び提出要領は、役場　

　　　　　　　総務企画課窓口にて無料配布します。また、町ホームページ（http://www.kawabe-

　　　　　　　gifu.jp)からもダウンロードにて入手できます（12月下旬から）。 

　　　　　　　　 

【問い合わせ先】役場総務企画課　TEL 53－2511（内線216） 

国税電子申告 
納税システム 

e－Tax のお知らせ 

川辺町競争入札参加資格審査申請書の定期受付のご案内 川辺町競争入札参加資格審査申請書の定期受付のご案内 
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【1月の主な行事予定】 

〈開 館 時 間〉午前の部　  9: 00～12 :00 

　　　　　　     午後の部　13 :00～17 :00 

〈閉　 館　 日〉　日曜、祝日、1月1日、2日、3日 

〈問い合わせ先〉川辺町児童館　TEL 53-4451

〈問い合わせ先〉　子育て支援センター TEL 53－4388
〈開 館 時 間〉　9:00～12:00/13:00～16:00  
〈利用対象者〉　0歳～就学前までの児童と保護者 
〈休　館　日〉　土・日曜日、祝日 
　　　　　　　年末年始12/29～1/3

☆子育て相談 

 子育てに関する悩みや不安はありませんか？お気

軽に、ご相談ください。お電話もお待ちしています。 

すくすくひろば 
　☆0・1歳児対象（火曜日）10時～  
　 15日・・・読み聞かせ  
　 22日・・・2008年1.2月カレンダー作り 

わくわくひろば 
　☆2才以上対象(金曜日）10時～  
　 18日・・・読み聞かせ  
　 22日・・・2008年1.2月カレンダー作り 

【1月の主な行事予定】 

予定は、変更になることもあります。 
 

　広い多目的ホールで親子のふれあい遊びをしま
す。体操、読み聞かせ、手遊び、工作など色々な
活動をしてます。自由参加です。初めての方も歓
迎です。 

ハッピー☆きっず　（毎月第3月曜日）　10：30～ 

映写会　（毎月第1土曜日）　13：30～ 

　世界の童話や日本の昔話など、楽しいお話を用
意してます。自由参加ですので、友達を誘って観
に来てください。親子の参加も大歓迎です。 

☆活動の無い日も、広いプレイルームや、中庭の芝生 

　広場で、自由に遊べます。 

【バスえんそく】 

　11月5日にバスえんそくで、関市武儀町の子育て支援 

サロンに行って来ました。 

【みんなでランチ】 

　センター開放で、みんなでランチをしました。お母さ 

んの作ったお弁当は、最高でした。 

【サークル登録】 

　サークル登録は、子育て支援センター受付にて、毎日 

行っています。 

 5日（土）　映写会 
 9日（水）　あかちゃん広場 
12日（土）　なかまあそび 
16日（水）　おとうさん広場 
19日（土）　工作の日 
21日（月）　ハッピー☆きっず 
23日（水）　あかちゃん広場 
26日（土）　読み聞かせの日 
 

平成・道の駅 

ランチの様子 

子育て支援サロンでの昼食 

サプライズでアンパンマンも登場 
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（都合により日時などが変更になることもあります。） 

1

相 談 窓 口 相 談 窓 口 

■イベント ■保育所・学校行事 

 

■ごみ収集 

 

 4　　 消防出初式 

13　　 成人式 

 9　・10　・23　・24　  ペットボトル 

 9　・10　   蛍光管 

24      　　　金物・食用缶・不燃粗大 

11　・25　  その他プラスチック 

　            （午前９時までに出してください） 

 8　　始業式(各小中学校) 

11　　避難訓練（第三保育所） 

18　　新入児一日入園（第三保育所） 

18　　かるた大会（第一保育所） 

22　　かるた大会（第二保育所） 

23　　新入児一日入園（第一保育所） 

24　　新入児一日入園（第二保育所） 

29　　火災避難訓練(第一・二保育所) 

 

1

健康相談 
【日時】12月20日（木）　10時～11時 
　　　　12月21日（金）　10時～11時 
　　　　  1月  8日（火）　13時～14時 
【場所】保健センター  
        　（21日は､やすらぎの家） 
【相談者】保健センター職員 
【問い合わせ先】保健センター　Tel 53-2515 
 
無料法律相談 
【日時】12月12日（水）13時～16時 
【場所】やすらぎの家 
【相談者】岐阜県弁護士協会 
【問い合わせ先】やすらぎの家　Tel 53-2121 
 
心配ごと相談 
【日時】12月19日（水）9時～12時 
【場所】やすらぎの家 
【相談者】心配ごと相談員 
【問い合わせ先】役場住民課　Tel 53-2513

川辺町教育相談電話 
【日時】月～金曜日 
　　　　8時30分～午後17時15分 
【場所】専用電話での相談　 
　　　　Tel 53-4649（直通） 
【相談者】教育委員会担当職員 
【問い合わせ先】教育委員会　Tel 53ｰ2650 
 
男女共同参画プラザ　相談窓口 
【相談内容】子育て・DV・セクハラ・家庭な
　　　　　　ど 
【日時】日～木曜日 
　　　　 9時00分～12時00分 
　　　　13時00分～17時00分 
【場所】専用電話での相談　 
　　　　Tel 058-278-0858（直通） 
【相談者】（財）岐阜県地域女性団体協議会
　　　　　　職員 
【問い合わせ先】（財）岐阜県地域女性団体
　　　　　　　　　協議会 
　　　　　　　　 県民ふれあい会館3階　　
　　　　　　　　　Tel 058-275-4386

【お願い】 

○例年、家具・布団・自転車などの大型ごみが、年末に大量に出されます。年末を避けて早めに粗大ごみの

　収集日に出すようにご協力をお願いします。 

 【間い合わせ先】役場産業環境課　TEL 53-7212（内線142） 

年末年始のごみ収集日のお知らせ 年末年始のごみ収集日のお知らせ 

年末年始のごみの収集最終日、開始日は次のとおりとなります。 

可燃ごみ 

不燃ごみ 事業系ごみ 

事業系ごみ 

家庭ごみ 

地　　　区 

西栃井・下川辺 

上記以外の地区 

町内全域 

町内全域 

収集最終日 

12月29日（土） 

12月27日（木） 

12月29日（土） 

12月25日（火） 

収集開始日 

1月5日（土） 

1月7日（月） 

1月4日（金） 

1月4日（金） 
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12月の税 
国民健康保険税　9期 

＊納付は便利な口座振替で 

納期限　1月4日まで 

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
の
交
付
に
つ
い
て 

　
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
な
ど

の
う
ち
、
老
齢
年
金
と
呼
ば
れ
る

も
の
は
、
所
得
税
法
上
「
所
得
」

と
し
て
み
な
さ
れ
、
所
得
税
の
課

税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
し
た
が
っ
て
、
一
年
間
に
支
払

い
が
確
定
し
た
公
的
年
金
な
ど
は
、

受
給
者
ご
と
に
源
泉
徴
収
票
が
作

成
さ
れ
、
1
月
３１
日
ま
で
に
交
付

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
（
社
会
保
険
庁
）
で
は
、
各

種
老
齢
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る

全
員
の
方
々
に
、
平
成
１９
年
の
一

年
間
に
支
払
っ
た
年
金
の
総
額
や
、

社
会
保
険
料
（
介
護
保
険
料
）
の

金
額
、
源
泉
徴
収
税
額
及
び
控
除

内
容
を
記
載
し
た
「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
を
平
成
２０
年
の

１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
送

付
し
ま
す
。 

※
ご
注
意
　
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
は
非
課
税
の
た
め
、
源
泉
徴
収

票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

美
濃
加
茂
社
会
保
険
事
務
所
　 

　
２
５
―

８
１
８
１ 

   

農
地
の
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
請
の
お
知
ら
せ 

　
川
辺
町
内
の
農
地
の
う
ち
、
保

全
す
べ
き
農
地
を
農
用
地
区
域
内

農
地
と
い
い
ま
す
。 

　
所
有
者
等
の
や
む
を
え
な
い
理

由
で
農
地
か
ら
住
宅
や
雑
種
地
な

ど
農
地
以
外
の
地
目
に
変
更
（
転

用
）
す
る
場
合
、
そ
の
農
用
地
区

域
の
農
地
は
、
あ
ら
か
じ
め
農
業

振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
い
て
、
農
用
地
区
域
か
ら

除
外
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
農
地
の
転
用
等
の
計
画
が
あ
る

方
は
、
農
用
地
区
域
の
農
地
か
ど

う
か
の
確
認
と
区
域
内
で
あ
れ
ば
、

除
外
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

受
付
の
締
め
切
り
は
、
12
月
20
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
こ
の
区
域
の
変
更
は
概

ね
１
年
か
か
り
ま
す
が
、
年
に
１

回
の
受
付
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

役
場
産
業
環
境
課 

　
５
３
―

７
２
１
２ 

 

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動 

　
平
成
19
年
12
月
11
日
（
火
）
か

ら
12
月
20
日
ま
で
の
10
日
間
、「
無

事
故
で
年
末
　
笑
顔
で
年
始
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
年
末
の
交

通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。 

　
年
末
は
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が

多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
ち
ょ
っ
と

し
た
気
の
ゆ
る
み
が
原
因
で
飲
酒

運
転
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
日
没
時
間
が
早
く

な
り
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
お
け

る
高
齢
者
の
事
故
が
多
発
す
る
時

期
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
・

家
庭
・
職
場
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場

所
で
お
互
い
に
声
を
か
け
合
い
、

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

            

「
わ
く
わ
く
体
験
館
」 

ガ
ラ
ス
工
芸
講
座 

「
わ
く
わ
く
体
験
館
」
で
は
、
次

の
と
お
り
講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

企
画
講
座 

「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
お
雛
様
」 

【
内
容
】 

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
技
法
で
、
お

雛
様
を
作
成
。 

【
日
時
】 

①
平
成
20
年
１
月
26
日
（
土
）
　

　
　
午
前
９
時
か
ら
正
午 

②
平
成
20
年
１
月
27
日
（
日
）
　

　
　
午
前
９
時
か
ら
正
午 

【
定
員
】
各
回
20
人 

【
対
象
】
小
学
５
年
生
以
上 

【
会
場
】
わ
く
わ
く
体
験
館 

【
受
講
料
】 

７
０
０
０
円
（
材
料
費
込
） 

【
募
集
締
切
日
】  

12
月
27
日
（
木
） 

【
応
募
方
法
】 

電
話
で
応
募
い
た
だ
く
か
、
直
接

窓
口
へ
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク 

「
わ
く
わ
く
体
験
館
」 

　
６
５
―

１
５
１
５ 

 

社
会
福
祉
協
議
会
新
会
長
決

ま
る 

　
１１
月
２８
日
に
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
会
が
開
か
れ
、
１１
月
１１
日
に

逝
去
さ
れ
た
佐
伯
泉
前
会
長
の
後

任
と
し
て
、
加
藤
賢
氏
（
西
栃
井
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
前

会
長
の
残
任
期
間
の
平
成
２１
年
７

月
３１
日
ま
で
で
す
。 
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放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集 

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
の
大

学
卒
業
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
退

職
後
の
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
の
方

が
学
ん
で
い
ま
す
。 

　
た
だ
い
ま
平
成
20
年
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
方
に
は
詳
し
い
資
料
を
無
料
で

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
学
生
の
種
類
】 

教
養
学
部 

・
科
目
履
修
生
（
６
か
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
） 

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
） 

・
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学

し
、
学
士
の
学
位
の
習
得
を
目
指

す
） 

大
学
院 

・
修
士
科
目
生
（
６
か
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
） 

・
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
） 

【
受
付
期
間
】 

平
成
19
年
12
月
15
日
か
ら 

平
成
20
年
２
月
29
日 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー 

（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
内
） 

　
０
５
８
―

２
７
３
―

９
６
１
４ 

 

年
末
夜
警
と
消
防
出
初
式 

　
年
末
の
火
災
な
ど
か
ら
町
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
、
川

辺
町
消
防
団
に
よ
る
年
末
夜
警
が

下
記
の
期
間
で
行
わ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
新
春
恒
例
の
川
辺
町
消

防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
町

内
各
分
団
総
出
で
行
わ
れ
る
こ
の

出
初
式
は
、
中
央
公
民
館
前
で
の

消
防
車
両
総
点
検
や
車
両
分
列
行

進
、
川
辺
漕
艇
場
で
の
一
斉
放
水

な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
み

な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
消

防
団
員
の
勇
壮
な
姿
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

【
年
末
夜
警
期
間
】 

12
月
26
日
（
水
）
〜
30
日
（
日
） 

【
川
辺
町
消
防
出
初
式
】 

１
月
４
日
（
金
）
　 

午
前
８
時
か
ら 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

役
場
総
務
企
画
課 

　
５
３
―
２
５
１
１
（
内
線
２
１
３
） 

 

配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
改
正 

　
配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
平
成
20

年
１
月
11
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。 

　
保
護
命
令
制
度
の
拡
充
、
市
町

村
に
対
す
る
基
本
計
画
策
定
の
努

力
義
務
等
を
定
め
た
、
配
偶
者
暴

力
防
止
法
の
一
部
改
正
法
が
、
平

成
19
年
の
通
常
国
会
で
成
立
し
、

７
月
11
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。 

【
改
正
の
主
な
内
容
】 

Ⅰ
保
護
命
令
制
度
の
拡
充 

　
１
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
脅

　
　
迫
を
受
け
た
被
害
者
に
係
る

　
　
保
護
命
令 

　
２
電
話
等
を
禁
止
す
る
保
護
命

　
　
令 

　
３
被
害
者
の
親
族
等
へ
の
接
近

　
　
禁
止
命
令 

Ⅱ
市
町
村
基
本
計
画
の
策
定
努
力

　
義
務
な
ど 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

岐
阜
県
子
ど
も
家
庭
課 

　
０
５
８
―

２
７
２
―

１
１
１
１ 

　
　
　
　
　
（
内
線
２
６
３
８
）

役
場
住
民
課
　
　 

　
５
３
―

２
５
１
３ 

 
 

ま
た
内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
被
害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト 

(h
ttp
://w

w
w
.g
e
n
d
e
r.g
o
.jp
/e
-

v
a
w
/in
d
e
x
.h
tm
)

を
開
設
し
て

い
ま
す
。 

 

里
親
説
明
会 

　
子
ど
も
が
明
る
く
健
や
か
に
育

つ
た
め
に
は
あ
た
た
か
い
家
庭
が

必
要
で
す
。
親
が
事
故
や
病
気
、

離
婚
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
の
事

情
に
よ
り
自
分
の
家
庭
で
暮
ら
せ

な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
達
を
児

童
福
祉
法
に
基
づ
い
て
家
庭
で
育

て
て
く
れ
る
方
を
「
里
親
」
と
言

い
ま
す
。
現
在
こ
の
地
域
で
「
里

親
」
と
し
て
子
ど
も
を
育
て
て
く

だ
さ
る
方
を
募
っ
て
い
ま
す
。 

　
里
親
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
に

左
記
会
場
に
て
ご
説
明
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
都
合
が
つ
く
日
時
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

第
１
回
目 

【
日
時
】 

平
成
20
年
１
月
27
日
（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

【
場
所
】 

可
児
市
　
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ

ア 第
２
回
目 

【
日
時
】 

平
成
20
年
２
月
24
日
（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

【
場
所
】 

関
市
　
総
合
福
祉
会
館
（
わ
か
く

さ
プ
ラ
ザ
内
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

中
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー 

　
０
５
７
４
―

２
５
―

３
１
１
１ 

　
　
　
　
　
（
内
線
３
４
７
） 

 

 

【問い合わせ先】役場上下水道課　TEL 53-7213

●水洗化人口、世帯…下水道利用者人口（世帯） 
●水洗化率……下水道整備区域の内の下水道利用割合 
●区域内人口…下水道整備区域の人口 

 
※下水道への接続工事等に必要な資金の融資あっせん及び利子補給の 
　制度があります。 
　対象：使用が可能となってから３年以内の区域（家屋の新築に伴う 
　　　　工事は対象外） 
 

水洗化人口 水洗化世帯 水洗化率 

当 月 末  

前月との比較 

5,658人 1,762世帯 67.5% 

 +0.4% 

 

+27人 +17世帯 

区 域 内 人 口  8,381人 

 

下水道の接続状況 （平成19年10月31日現在） 
～下水道区域内の方は下水道への早期接続をお願いします～ 
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平
安
時
代
の
弘
仁
二
年
（
八
一

一
〜
）
、
全
国
に
疫
病
が
流
行
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
鎮
め
る
た
め
、

こ
の
地
方
で
唯
一
建
立
さ
れ
た
の

が
こ
の
神
社
で
し
た
。
 

　
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
に
は
、

本
殿
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
美
濃
地
方
を
支
配
し
た
、
二

階
堂
山
城
守
の
手
に
な
る
も
の
で

し
た
。
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）

の
獅
子
頭
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七

六
二
）
奉
納
の
絵
馬
が
残
さ
れ
て

て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
神
社
は
、
旧
名
を
芳
賀
天

王
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
社
名
は
、

宇
夫
須
奈
（
産
土
神
）
と
も
称
さ

れ
ま
し
た
が
、
宇
は
阿
に
、
須
は

志
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

神
像
と
し
て
、
木
像
の
男
女
神
が

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
三
野

国
と
記
述
の
あ
る
古
い
掲
額
も
あ

り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
神
社
で
注
目
す
べ
き
こ
と

は
、
景
行
天
王
と
の
関
係
で
す
。

神
社
の
飛
騨
川
沿
い
に
は
、
「
天

子
の
渡
し
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
渡

し
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
天
皇

が
、
こ
の
渡
し
場
を
利
用
し
た
こ

と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
し
た
。

ま
た
、「
御
座
野
」
の
地
名
は
、

巡
幸
の
際
の
滞
在
地
と
し
て
、「
天

子
の
滝
」
は
、
天
皇
が
身
を
清
め
 

ら
れ
た
滝
と
し
て
の
伝
承
が
あ
り

ま
す
。
 

　
阿
夫
志
奈
神
社
の
境
内
に
は
、

乙
姫
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
体
は
木
像
彩
色
の
女
人
像
で
、

か
な
り
の
歳
月
が
た
っ
て
い
ま
す
。

婦
人
病
に
霊
験
あ
ら
た
か
な
祭
神

と
し
て
、
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。
 

　
乙
姫
神
社
の
由
来
書
に
よ
れ
ば
、

乙
姫
は
景
行
天
皇
の
皇
妃
に
な
る

こ
と
を
き
ら
い
、
こ
の
地
に
逃
れ

て
生
涯
を
終
え
た
伝
え
ら
れ
、
村

人
が
哀
れ
ん
で
、
神
と
し
て
崇
拝

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
墳
墓
も
近
く
に
あ
り
ま
し

た
が
、
国
道
四
十
一
号
線
の
整
備

に
伴
い
、
消
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
 

 川
辺
町
文
化
財
調
査
室
 

　
　
　
　
　
　
　
　
 
木
下
尚
年
 

 

※
ふ
る
さ
と
の
史
話
を
執
筆
い
た
だ

い
て
い
た
、
木
下
尚
年
さ
ん
は
9
月

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
ご
遺
族

の
了
解
を
得
て
、
生
前
お
預
か
り
し

て
い
た
原
稿
に
よ
り
３
月
号
ま
で
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○ 75

優
勝 

少
年
女
子
か
じ
付
ク
オ
ド
ル
プ
ル 

岐
阜
選
抜 

　
篠
田
成
美
さ
ん
（
加
茂
高
） 

 

４
位 

少
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

　
東
実
高
　
吉
田
隆
仁
く
ん 

 

６
位 

少
年
男
子
か
じ
付
ク
オ
ド
ル
プ
ル

岐
阜
選
抜 

　
西
原
脩
二
く
ん
（
加
茂
高
） 

　
渡
辺
祥
く
ん
（
東
実
高
） 

 

　
川
辺
町
の
高
校
生
４
人
が
す
ば

ら
し
い
成
果
を
あ
げ
て
く
れ
ま
し

た
。 

　
今
年
の
国
体
は
秋
田
県
で
開
催

さ
れ
、
ボ
ー
ト
競
技
は
大
潟
村
が

競
技
会
場
に
な
り
ま
し
た
。
か
つ

て
日
本
第
２
の
湖
だ
っ
た
八
郎
潟

は
、
2
0
年
に
お
よ
ぶ
歳
月
を
費

や
し
て
干
拓
さ
れ
、
１
万
７
２
０

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
大
地
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
幹

線
排
水
路
を
利
用
し
た
ボ
ー
ト
コ

ー
ス
は
、
平
野
の
中
に
突
如
現
れ

た
真
っ
直
ぐ
な
運
河
と
い
っ
た
趣

で
す
。
川
幅
の
関
係
上
、
４
レ
ー

ン
の
コ
ー
ス
で
、
す
こ
し
狭
い
な
、

と
い
う
感
じ
が
い
た
し
ま
し
た
（
川

辺
の
場
合
は
６
レ
ー
ン
）
。
し
か
し
、

水
面
と
両
岸
の
高
低
差
が
ほ
と
ん

ど
な
い
た
め
、
観
戦
者
に
と
っ
て

は
迫
力
あ
る
レ
ー
ス
を
間
近
に
見

る
こ
と
が
で
き
、
選
手
の
息
づ
か

い
ま
で
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な

漕
艇
場
で
し
た
。 

　
予
選
３
日
間
の
好
天
と
は
う
っ

て
か
わ
っ
て
、
決
勝
戦
は
強
い
風

雨
の
中
で
の
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
悪
天
候
を
も
の
と
も
せ
ぬ
川

辺
中
出
身
４
選
手
の
活
躍
は
、
町

民
に
大
き
な
喜
び
を
も
た
ら
す
と

と
も
に
、
後
に
つ
づ
く
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
や
川
辺
中
ボ
ー
ト
部
の
後
輩

た
ち
に
希
望
を
与
え
る
も
の
で
、

本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

　
ぎ
ふ
清
流
国
体
ま
で
あ
と
５
年
、

コ
ー
ス
整
備
、
選
手
強
化
に
力
を

入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

川
辺
町
長
　
佐
藤
光
宏 

阿
夫
志
奈
神
社 

阿
夫
志
奈
神
社 

秋
田
わ
か
杉
国
体 

秋
田
わ
か
杉
国
体 
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